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表紙写真の説明 
  

題目：スワール噴霧の液膜分裂過程および内部構造 
同志社大学 酒谷 昇吾 氏，丹羽 晶大 氏，蟹由 惇 氏，松村 恵理子 先生， 

千田 二郎 先生 提供 
スワール噴霧の分裂過程および内部構造を撮影した．スワール噴霧は旋回力を与えられた状態で

噴射されるため，液膜は遠心力により広がりホロコーン形状になる(t/tinj=1.0)．液膜が広がる際にホ

ロコーン内部は負圧になるため，噴射終了後に微小液滴が噴霧内部に取り込まれる現象が捉えられ

ている(t/tinj=3.0)．また，光源に Nd:YAG レーザ，撮影系に拡大投影機および大判フィルムを用いた

自作カメラを用いて噴霧根元の拡大撮影を行った．液膜中に不規則に孔が発生し，液糸および液滴

へと分裂する現象が捉えられている． 
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